豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成３０年３月
まだ花粉は飛んでないような気がしますが、どうでしょう？　　　　今月も、いするぎ通信をお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年３月１３日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

セッション１：高齢者慢性腎臓病の管理に関する症例提示と質疑応答：菊地博
セッション２：京都市の事前指示書の炎上から考える：柄澤良
共催：豊栄病院、中外製薬株式会社

前半は、共催の関係から糖尿病の話から腎臓病の話に変更になります。高齢腎臓病の管理に関する症例を提示し、ポイントを概説してもらう予定です。後半は、事前指示書に関するものです。昨年は医療処置に関する事前指示書の内容を検討し、当院でアドバンス・ケア・プランニングができる体制を考えてきました。その背景には、京都市の事前指示書のように、炎上しないようにしたいという思いがありました。そこで今回は、昨年5月炎上した京都市の事前指示書の批判された点を検証し、問題点を考えるきっかけにしたいと思います。色んな職種の方の参加を期待します。軽食が出ますので参加申し込みは天木まで（柄澤）。

●えむえすだぶりゅー日誌：

80代の女性、転倒、骨折を繰り返し度々入院されていました。小柄で細い方でしたが、入院の度に、ある程度歩行器で移動できるまで回復されました。折り合いの悪いご家族との同居といった状況で、独りで過ごす時間も多かったです。何度も骨折…確かに良くない。防ぎたいですし、関係スタッフからは、もう独りで歩かないで欲しいと言われ、何回目かの退院の時には、いっそ歩行器を本人のベッド脇に置かないようしてはと提案がありました。方法のひとつかもしれませんが、手の届く範囲に使うものを準備しても、万全には難しく、私は本人が動くことを完全に制限できませんでした。自宅と病院は違います。ティッシュが無くなれば取りに行きたい、夕方西日が眩しければカーテンを閉めたいなどナースコールひとつの入院とは違い、日々同じことがない中で生活を送ります。きっとこの方は歩行器が無くても動くので、転倒リスクを減らした歩行器設置の方がこの段階ではベターかなとなりました。退院の際はどうしても環境が変わります。生活を捉えて相談していきたいと思います。
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●ほーかん日誌： 
この度関わらせてもらった方は８６歳男性で、自宅前で転倒し腰椎圧迫骨折にて当院入院され、ほぼ寝たきり状態で自宅へ退院されました。臀部の皮膚に発赤が出現したのは、退院後１０日経った頃だったそうです。その後傷口は徐々に悪化してしまい、当院整形外科医師より臀部褥瘡にて当ステーションに紹介がありました。訪問看護として褥瘡処置手技保清の方法、食事栄養面などの指導を行いながら、医師やデイサービスとの連携を取り処置方法を変えながら介入しました。その結果訪問看護導入から6週間後には治癒しました。ご家族からは褥瘡治癒後も安心するから引き続き来てほしいと依頼あり、現在も週１回伺っています。褥瘡発生はありません。今回は、整形医師からの紹介という珍しいケースでしたが、そのおかげで褥瘡に早期介入・治癒することができたのだと思います。横のつながりの大切さも感じた事例でした（勝沼）。
編集：川は、雪解けで最高に冷たい。副院長柄澤良
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